
※届出者配布用　　　　　　　　　　　　　　（必ずお読みください）
建築物等の解体等工事を行う事業者の皆様へ
（石綿事前調査結果の報告及び適切な飛散防止対策について）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県環境生活部環境局環境保全課

熊本県では、解体等工事（解体、改造又は補修作業を伴う建設工事をいう。）からの石綿飛散を防止するため、建設工事に係る資材の再資源化等に関する（以下「建設リサイクル法」という。）に基づく届出情報等の活用及び関係機関（熊本労働局、各市町村）との連携により、建築物等の解体等工事の監視に取り組んでいます。
　熊本県では、以前から実施している石綿事前調査結果の報告についてお願いしているところですが、令和３年（２０２１年）４月１日施行の大気汚染防止法の改正内容を踏まえて石綿事前調査票（別紙３）様式を修正しました。引き続き、解体等工事における石綿の使用の有無について、下記のとおり、御報告いただきますようお願いします（石綿６種類全てが対象）。
記
１）報告内容：石綿事前調査票(別紙３）の各欄を御記入下さい。
　※　石綿事前調査票に代えて、石綿事前調査結果の記録の写し（石綿事前調査票と同等以上の内容であること）を提出されても構いません。
２）報告先：各保健所衛生環境課（※建築物等の在る地域を管轄する保健所）
３）報告期限：工事開始の３日以上前（困難な場合にあっても、工事開始前）
４）報告方法：FAX、郵送、持参いずれでも構いません。
○吹付け材等の届出対象特定建築材料（いわゆるレベル１、２建材）について
・石綿が使用有りと判断された特定工事は、大気汚染防止法に基づく特定粉じん排出等作業実施届出書の提出（管轄保健所へ提出）及び負圧隔離養生等の対応が必要となります。
○石綿含有成形板等（いわゆるレベル３建材）及び石綿含有仕上塗材について
・特定粉じん除去作業実施届出書は不要ですが、作業の方法等について計画を作成し、当該計画に基づき作業を行う必要があります。
・令和３年（２０２１年）４月１日から、石綿含有成形板等（いわゆるレベル３建材）の除去を行う際は、「切断、破砕等することなくそのまま建築物から取り外すこと」、「そのまま建築物から取り外すことが技術上著しく困難なとき※※は薬液等により湿潤化すること」の作業基準が規定されました。
　また、石綿含有けい酸カルシウム板第1種をそのまま建築物から取り外すことが技術上著しく困難な時及び石綿含有仕上塗材を電気グラインダーその他の電動工具を用いて除去する際は、上記の湿潤化に加えて、除去を行う部分の周辺を事前に隔離養生（負圧不要）することと規定されました。
　※※　「技術上著しく困難な場合」とは、石綿含有成形板等や固定具が劣化している場合、当該材料が下地材等と接着材で固定されており、切断等を行わずに除去することが困難な場合や、当該材料が大きく切断等を行わずに手作業で取り外すことが困難な場合等、物理的に困難な場合や除去する石綿含有成形板等や作業場の状況等によって切断等せざるを得ない場合をいいます。
その他、詳細については、「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル（令和３年（２０２１年）３月厚生労働省、環境省）」を御確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　《お問い合わせ先》
　１）環境生活部環境局環境保全課　大気・化学物質班　アスベスト担当者　Tel：096-333-2269
　２) 管轄保健所衛生環境課　環境担当者　Tel、FAXは別添一覧のとおり
提出先（各保健所）の電話番号とＦＡＸ番号の一覧
	保健所名
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ

	有明保健所
	０９６８－７２－２１８４
	０９６８－７４－１７２１

	山鹿保健所
	０９６８－４４－４１２１
	０９６８－４４－４１２３

	菊池保健所
	０９６８－２５－４１３５
	０９６８－２５－５４５７

	阿蘇保健所
	０９６７－２４－９０３５
	０９６７－２４－９０３１

	御船保健所
	０９６－２８２－００１６
	０９６－２８２－３１１７

	宇城保健所
	０９６４－３２－０５９８
	０９６４－３２－２４２６

	八代保健所
	０９６５－３３－３１９８
	０９６５－３３－６３２１

	水俣保健所
	０９６６－６３－４１０４
	０９６６－６３－３２８９

	人吉保健所
	０９６６－２２－３１０８
	０９６６－２２－４３９２

	天草保健所
	０９６９－２３－０１７２
	０９６９－２２－０４５５


別紙２








